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研究成果の概要（和文）：2011年度に小学校に本格的に導入された外国語活動。歌や会話といったオーラシー中心の活
動だけでは高学年児童の知的好奇心を必ずしも満たせないという現場の声は多い。本研究では、子どもたちの発達にあ
わせてオーラシーとリテラシーを相補的に機能させる指導法および教材活用法を構築し、授業実践を行い、その教育効
果について検証した。また、外国語活動において、日本語母語話者の教員および外国語指導助手に期待される役割、ま
たその役割を果たすために求められる能力とは何かについて考察した。

研究成果の概要（英文）：Foreign language activities were introduced into elementary schools properly in 
2011. Many teachers have voiced concerns that oral-centered activities such as songs and conversation 
alone don’t necessarily satisfy older students’ curiosity. In this research project we examined the 
complementary functions of oracy and literacy - tailored to a student’s stage of development - in terms 
of instruction method and the development of ways to utilize teaching materials, conducted test classes 
and examined their educational effect. Furthermore, we examined what the expected responsibilities of 
native Japanese English teachers and assistant language teachers are with regards to foreign language 
activities, and assessed exactly what kind of skills are required to fulfill those responsibilities.

研究分野：言語教育学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、多くの現職小学校外国語（英語）
活動担当教員から寄せられた「現場の声」が
その背景にある。内容は、１）児童の英語へ
の興味関心を、歌・ゲーム・会話中心の活動
で 2年間維持することは難しい、２）英語の
文字や単語を読んだり書いたりする活動は
新学習指導要領では奨励されていないが、そ
うした活動を効果的に取り入れる方法はな
いか、といったものである。こうした現場の
声は、文部科学省が 2009 年度に行った「英
語教育改善のための調査研究事業」のアンケ
ート調査結果（文部科学省, 2010）とも一致
する。例えば、アンケート項目「Q4.英語の
授業で楽しいと思うこと」の中で「英語の歌
を歌うこと」に関しては、高学年になるにつ
れ肯定的な回答は減少し、6 年生でその活動
を楽しいと考える児童の割合は約 55%にま
で下がるのに対し、同じ質問の中の「英語の
文字や単語を読むこと」や「英語の文字や単
語を書くこと」についての回答は、高学年に
なるにつれ肯定的な回答が増加し、その割合
は 6年生では「英語の歌を歌うこと」とほぼ
同じになる。こうした「現場の声」と文部科
学省の調査結果から推察できることは、低学
年のうちは歌を歌ったり、友達と英語で会話
をするといった「オーラシー」中心の授業を
楽しめるが、高学年になるにつれそれだけで
は満足しなくなるということ、また、学年が
上がると英語の文字や単語を読んだり書い
たりする「リテラシー」の要素に関心を持つ
児童の割合が増えるということである。 
 第 2言語習得あるいは外国語学習において
は、その言語を何か特定の目的のみに使用す
る場合を除いて、オーラシーとリテラシーの
バランスのとれた教育を学習者に提供する
ことが重要とされる。例えば、母語の音韻体
系を習得した 6～9 歳になる子どもの場合、
外国語を聞いただけで意味のある音声の違
いを弁別する能力を習得することは難しく、
文字を使用したメタ認知音声教育が効果的
と言われている。 
 では、小学校の外国語活動に取り入れるべ
きリテラシー教育の内容とはどのようなも
のであろうか。「リテラシー」となると、教
員は自身が学習者であった時の経験をもと
に「読んで訳す」といった活動に陥ってしま
う危険性があり、この傾向は英語を教えるこ
とを専門としない外国語活動担当教員に顕
著である（Matsumura & Chapple, 2011）。つま
り、現場の教員がリテラシーの要素を取り入
れたいと思っていても、その指導法や教材活
用法が具体的に示されないとオーラシーと
リテラシーが相補的に機能する学習環境を
提供することは難しい。また、個々の教員の
裁量に頼ると、クラス間、学校間、さらには
地域間格差に繋がりかねない。これらの問題
と上述の児童や教員のニーズを考えると、外
国語活動におけるリテラシー教育のあり方
を考察することは、重要な課題と言える。 

＜引用文献＞ 
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２．研究の目的 
 本研究の第１の目的は、オーラシーとリテ
ラシーの要素を有機的に連関させた小学校
外国語活動の指導法および教材活用法を構
築することである。周知の通り、外国語活動
の主たる目的は、児童の英語力そのものを高
めることではなく、外国語や異文化への興
味・関心・態度を涵養することである。した
がって、リテラシーの要素を取り入れた授業
をすることで、児童の学習心理や教員の外国
語教育観がどのように変化するかを検証す
ることを第２の目的とする。具体的な調査項
目は、以下の通り。 
１） 児童の外国語活動の授業への興味関心
の持続性 

２） 児童の言語や文化への気づき、言語意識
の変化 

３） 教員の外国語を教えることに対する意
識の変化 

４） 教員の授業における役割についての認
識の変化 

 これらの観点からリテラシーの要素を取
り入れた授業の有効性について分析し、「外
国語としての英語」学習環境での実践的コミ
ュニケーション能力の育成において、オーラ
シー能力育成とリテラシー能力育成を児童
の発達段階に応じて相補的に機能させる授
業のあり方について考察した。 
 
３．研究の方法 
 本研究のデータ収集・分析プロセスは、２
つのステージからなる。 
（１）第 1ステージでは、外国語（英語）に
おけるリテラシー教育の現状と課題につい
て国際的視点から考察し、本研究で収集する
データを分析する際の基礎資料を作成した。
対象とした国や地域は、アメリカ、カナダ、
ニュージーランド、EU、韓国、台湾である。
なお、調査は、現地の学休期を考慮しながら、
それぞれの国や地域で実際に教育を受けた
経験をもつ、あるいはこれまでに調査を実施
してきた本研究グループの構成員が担当し
た。また、複合的な構造を有している教育現
場へ現実味のある示唆を与えるには、マク
ロ・メゾ・ミクロの視点からの包括的考察が
必要であると考え、以下の３つの視点を調



査・分析方法に設定した。 
 ①マクロレベルの分析：小学校レベルの外
国語教育において、リテラシーの要素を扱う
ことを最小限に抑えている日本の政策は国
際的にみて稀である。これは、これまでのリ
テラシー偏重の英語教育に対する反省から、
オーラシー能力の育成を強調した現行の中
学校学習指導要領（2002年度施行）の流れを
受け継いだものと考えることができる。しか
しながら、オーラシー能力とリテラシー能力
は実践的コミュニケーション能力を育成す
る上で相乗的な効果をもたらすことが多く
の研究で証明されている。まずは、諸外国の
外国語教育政策に焦点を当て、海外共同研究
者の援助を得て政府関係者(教育政策検討委
員会の構成員等)へのインタビューを行い、オ
ーラシー能力とリテラシー能力の育成のバ
ランスが児童の成長に合わせてどのように
保たれているのか、また、その背景にある教
育理念について調査した。 
 ②メゾレベルの分析：検定教科書は、国家
の外国語教育方針を反映する性質をもつ。一
方で、その方針に沿った授業が展開されるか
どうかは、教員が教科書をどのように使用す
るかによる。たとえば、『Hi, friends!』が児
童のオーラシー能力の育成を強調した内容
になっていても、習った英語の表現をすぐに
日本語に訳してしまう教員は少なくない。研
修はこうした状況を回避する方策として機
能する。つまり、教材分析と教員研修につい
ての調査は、教育政策の現場への浸透を理解
する上で、また、授業分析をする上で不可欠
である。こうした考えから、マクロレベルの
調査とあわせて、上述の諸外国のプログラム
で使用されている教材を収集するとともに、
それぞれの教員研修現場の視察を行った。 
 ③ミクロレベルの分析：外国語（第２言語）
教育現場の視察、さらに、教員を対象に、同
意と許可を得た上で、オーラシー能力の向上
に寄与するリテラシー教育のあり方につい
てアンケート調査およびインタビューによ
る意見聴取を行った。なお、諸外国における
視察では、教育的配慮から児童を対象にした
調査は実施しなかった。 
  
（２）第２ステージでは、第１ステージで諸
外国から収集したデータおよびその分析結
果を踏まえ、現職の教員および研修担当者と
協同で、外国語活動におけるリテラシーの活
用方法について検討した。協同グループの構
成は、本研究の代表者および分担者がこれま
でに担当した教員免許更新講習の受講者や、
教育委員会の依頼で行った研修会や研究会
の参加者からなる。 
 具体的な協同作業として、まず、本研究の
構成員が指導法や教材活用法を作成、それに
ついて教員から意見聴取し改訂するという
作業を反復した。最終案については、調査参
加協力校で本研究の構成員がまず模擬授業
（日本語母語話者と英語母語話者のティー

ム・ティーチング）を実施、それをビデオ撮
影し、授業後に外国語活動担当教員および外
国語指導助手を含めた研究会でポイントや
修正点の確認を行った。その後、担当教員に
リテラシー要素を取り入れた授業を実施し
てもらい、その様子をビデオで撮影、授業研
究から得た知見を次回以降の授業で活かす
という作業を１年６ヶ月継続した。また、各
学期の終わりには、教員を対象にアンケート
および聞き取り調査を実施した。 
 
４．研究成果 
 本研究の第 1ステージでは、諸外国の小学
校レベルにおけるリテラシー教育の現状、お
よび歴史的、政治的、社会文化的背景につい
て調査し、日本の外国語活動の枠組みの中で
実現可能なリテラシー教育を考える際の基
礎資料を作成した。調査対象は、カナダのイ
マージョンプログラム、アメリカの移民や外
国人労働者の子供を対象にした ELL、ヨーロ
ッパ共通参照枠、ニュージーランドの少数民
族教育、さらに日本と同じく EFL環境にある
韓国、台湾である。第 2ステージでは、リテ
ラシー要素を取り入れた外国語活動の指導
法や教材活用法を現職の教員と協同で構築
し、それらを使った授業実践に基づき、目的
欄にある１）から４）の項目における教育効
果を検証した。また、成果を教員対象の研究
会や研修会で公表することで「現場の声」に
回答した。 
 
（１）児童の外国語活動の授業への興味関心
を持続させるには、リテラシー要素を教室内
外に取り入れることが重要である。具体的に
は、給食の時間や昼休み、放課後の時間とい
った授業時間外を含めた１日の学校生活を
通して「英語を話すだけでなく、英語で書か
れたもの（掲示物等）を目にする機会」を児
童に提供し、授業で学んだことを授業時間外
に確認し、授業時間外に気づいたことを授業
で試すといった相補的な学習の機会を提供
することが、児童の英語への興味関心を持続
させる点で効果的と多くの教員は考えてい
る。つまり、「行動−回想−内省−結論−次の行
動への準備」という学習サイクルすべてをオ
ーラシーのみで行うのではなく、リテラシー
を織り交ぜて機能させることが重要である
と認識しているようである。とりわけ、一般
の公立小学校のように、外国語指導助手が常
駐しているわけでなく、日本語を母語とする
外国語活動担当教員が授業時間外に英語を
使って児童とコミュニケーションをとるこ
とも挨拶程度の簡単な英語使用を除けばあ
まりない環境では、リテラシー教育が果たす
補完的役割は大きい。 
 
（２）児童の言語や文化への気づき、言語意
識の変化については、音と文字の関係性に興
味を示す児童が多く見受けられた。しかしな
がら、第１ステージで調査した海外のELL 教



育で積極的に取り入れられている Phonics の
導入には消極的な教員が多かった。その理由
として、第一に、教員自身が Phonics を取り
入れた授業をすることに自信が持てないこ
と、第二に、Phonicsを取り入れた授業は、さ
まざまな異文化に触れるという従来の外国
語活動の目的から外れ、英語の学習という要
素が濃くなってしまうこと、第三に、授業が
単調になってしまい、かえって児童の学習意
欲を喪失させてしまうことへの危惧が指摘
された。 
 母語・第２言語・外国語としての英語と文
化に対する気づきについては、Kachru, Kachru, 
& Nelson (2009)の「World Englishes理論」や
Bailey (2006)の「Native Speakerism批判」から
も明らかなように、英語は、英語を母語とし
ない者同士がコミュニケーションをとる手
段でもあることを児童に実感させることが
大切である。たとえば、ブラジルからの労働
者の子どもたちが多い小学校では、ポルトガ
ル語が母語で英語の使える外国語指導助手
をティーム・ティーチングに活用することで、
児童が身近にある異文化についてより一層
関心を持ち、理解を深めることができていた。
今後、外国語指導助手の配置拡充を考えるの
であれば、ローカルニーズを踏まえた採用方
法や採用基準の検討が必要である。 
 
（３）外国語を教えることに対する教員の意
識の変化について明らかになったことは、教
員の多くが、「自分も児童と同じ学習者の一
人という認識で授業をすることが大切」と感
じていることである。この認識は、児童の学
習態度にプラスの波及効果をもたらしてい
る。たとえば、授業観察において、担当の先
生が話す英語が外国語指導助手の先生に通
じていない光景は多く見られた。しかし、そ
の先生が片言の英語を駆使してどのように
意味交渉しているのかを目の当たりにする
ことで、「英語が通じないことは恥ずかしい」
という児童の気持ちは薄れ、積極的にコミュ
ニケーションを取ろうという態度に繋がっ
ていた。このような児童への効果を考えると、
日本語母語話者の外国語担当教員に求めら
れる能力は、高い英語運用能力では必ずしも
ないと考えることもできる。 
 また、授業で教える内容や方法については、
外国語活動担当教員は、5 年生の段階でオー
ラシーとリテラシーを同等に近い割合で導
入することが望ましいと考えていること、ま
た、文字文化を有する日本語を母語とする児
童の多くは、ことばを「書いて覚える」こと
を習慣にしており、それは英語学習において
も同様で、指導内容と指導方法によっては、
リテラシー要素の早期導入は有効であると
いう考えが多かった。 
 
（４）授業での役割についての教員の認識は、
外国語指導助手との連携の良し悪しによる
ところが大きいようである。多くの公立小学

校では、児童が外国語活動の時間に学んだこ
とを授業時間外に試す機会は限られており、
行動−回想−内省−結論−再行動という学習サ
イクルは起こりにくい。確かに、外国語指導
助手によっては、授業時間外でも児童とコミ
ュニケーションをとることに積極的な者も
いるが、一般の公立小学校の場合、そうした
助手が常に配置される保証はない。むしろ、
配置される助手によって熱意にばらつきが
あることが問題視されている。また、派遣契
約や請負契約で自治体が独自に雇用してい
る外国語指導助手については、教えることを
専門としない上に、そもそも教えることに興
味を持っていない者が多いという現場の声
もある。その場合、外国語指導助手は、授業
においても発音の見本やロールプレイの相
手役といった従来のルーティーンの役割を
演じるのみで、児童の言語や文化への気づき
を促すといった役割を果たす可能性は低い。
こうした現状から、予算的にも自治体に負担
のかからない方法で、外部人材の質を確保し
活用できるシステムを早急に検討する必要
がある。 
 また、JET プログラムで招致される外国語
指導助手の数は、2002年をピークに減少傾向
にあり、ここ数年の JET 参加者は約 4500 人
で推移している。自治体が独自に雇用してい
る者、あるいは派遣、請負契約による者の数
を合計しても、日本のすべての小学校に外国
語指導助手を配置することは難しい。今後、
JET による招致数が急速に増加に向かうとも
考えにくく、現状のままでは、外国語指導助
手の活用において、学校間、地域間格差が生
じかねない。「質の確保された外部人材」を
どのように確保し育成するのかは、オーラシ
ー重視の授業だけでなく、オーラシーとリテ
ラシーを融合した授業を展開する上でも重
要な課題である。 
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